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潜在的自尊心および顕在的自尊心とパラノイア 
―イニシャル選好課題と星座選好課題を用いた検討― 
 
津田恭充(名古屋大学大学院環境学研究科) 
伊藤義美(名古屋大学大学院環境学研究科) 
 
パラノイアの発生と維持について、2 つの対立仮説が提唱されている。1 つは、低い潜在的自尊心が意識化されることに対
する防衛(Bentall, Kinderman, & Kaney, 1994)としてパラノイアをとらえるものである。もう 1 つは、パラノイアは低い顕在的
自尊心などのネガティブ感情を直接反映したものである(Freeman & Garety, 2003)とする。本研究では、非臨床群における
顕在的自尊心、潜在的自尊心、パラノイアを調査した。大学生185 名に、Rosenberg 自尊感情尺度、イニシャル選好課題、(潜
在的自尊心を測定するために筆者が開発した)星座選好課題、パラノイアチェックリストに回答してもらった。分析の結果、パラ
ノイアは顕在的自尊心との間に負の相関を示したが、潜在的自尊心とは関連がなかった。また、パラノイアが強い個人は顕在
的自尊心が潜在的自尊心よりも低く、パラノイアが弱い個人は潜在的自尊心が顕在的自尊心よりも低かった。これらの結果は、
パラノイアが低い顕在的自尊心ないしはネガティブ感情を直接表出したものであることを示唆する。 
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非臨床群におけるパラノイア 
 パラノイアは、「人々に対する強く非合理的であるが持
続的な不信や疑い、および他者の行為を故意に自分を
けなしたり脅かすものとして解釈する傾向に支配された
病的な思考様式(Fenigstein, 1994, p.83)」と定義される。
パラノイアはさまざまな精神症状に付随するが、なにげな
い他者の言動に自己への敵意を読み取ったり、十分な
根拠なしに自分が他者に陥れられていると思うことは、健
常者においても広く一般的にみられる(e.g., Fenigstein 
& Vanable, 1992)。具体例としては、非臨床群の 30～
40%が「自分についての悪口が広がっている」と日常的
に感じているという(Freeman, Garety, Bebbington, 
Smith, Rollinson, Fowler, Kuipers, Ray, & Dunn, 
2005)。このような理由から、近年、臨床群のみならず非
臨床群におけるパラノイアの形成や維持に関する研究が
増えてきている。パラノイアのメカニズムに関する知見は、
臨床群に対する治療だけでなく、非臨床群に対する予防
や啓発に応用することも期待できる。 
自尊心とパラノイア 
なぜパラノイアが生じるのかに関する議論は古くから
なされているが、最近盛んに検討されているものの 1 つ
は、自尊心に関するものである。Bentall ら (Bentall, 
Corocoran, Howard, Blackwood, & Kinderman, 
2001; Bentall, Kinderman, & Kaney, 1994)は、脅威
に対する自尊心の防衛としてパラノイアが生じるという説
(Freeman & Garety(1999)は「防衛モデル」と呼んでい
る)を主張している。それによると、パラノイアをもつ個人
は、潜在的にネガティブな自己表象をもつ(潜在的自尊
心が低い)とされる。低い潜在的自尊心は、ネガティブな
出来事(例：大事な仕事で失敗してしまった)によって活性
化される。これは顕在的自尊心の低下につながる。しか
し、パラノイア(例：誰かが私を陥れた)を抱けば顕在的自
尊心は傷つかずに済む。これが防衛モデルの概要であ
る。この防衛モデルによれば、パラノイアをもつ個人の潜
在的自尊心は低く、顕在的自尊心は高く保たれているこ
とになる。言い換えれば、自尊心の高さについて、潜在・
顕在間のギャップが存在すると予測される。 
これに対して、Freeman & Garety(2003)は、パラノイ
アは防衛的な心理的機能の産物ではなく、低い顕在的
自尊心をそのまま反映したものであるとする(Cicero & 
Kerns(2010)は「表出モデル」と呼んでいる)。これによれ
ば、パラノイアをもつ個人の顕在的自尊心は低いことが
予測される。 
このように、自尊心を中心概念においたパラノイアの生
起メカニズムについては、2 つの異なる仮説が存在する。
ただし、前者の仮説は潜在的過程を含むため、Garety 
& Freeman(1999)の指摘するように、実証的研究が困
難であるという問題があった。しかし近年、Implicit As-
sociation Test(以下 IAT とする; Greenwald, McGhee 
& Schwartz, 1998)をはじめとする潜在的過程を明らか
にするための研究手法が発展してきたことから、防衛モ
デルが実証的研究の俎上に載せられることとなった。 
パラノイアの防衛モデルについて、臨床群を対象とし
た研究では、支持(あるいは部分的に支持)するものがあ
る も の の (McKay, Langdon, & Coltheart, 2007; 
Moritz, Werner, & Von Collani, 2006; Valiente, 
Cantero, Vázquez, Sanchez, Provencio, & Espinosa, 
2011)、支持しないものもあり(Kesting, Mehl, Rief, 
Lindenmeyer, & Lincoln, 2011; Mackinnon, New-
man-Taylor, & Stopa, 2011)、あまり一貫した知見は得
られていない。 
一方、非臨床群を対象とした研究では、防衛モデルで
はなく表出モデルが支持されている。具体的には、顕在
的自尊心とパラノイアの間には一貫して有意な負の相関
がみられている(Cicero & Kerns, 2010; Ellet, Lopes, 
& Chadwick, 2003; 金子, 2000; Martin & Penn, 
2001; 津田, 2011, Warman, Lysaker, Luedtke, & 
Martin, 2010; 山内・須藤・丹野, 2009)。この中で潜在
的自尊心を調べた研究はCicero & Kerns(2010)のみで
あるが、それによると、潜在的自尊心とパラノイアの間に
有意な相関はなく、防衛モデルは支持されなかった。 
以上が自尊心とパラノイアを扱った主な研究である。非
臨床群を対象とした研究では今のところ表出モデルが優
勢であるといえるが、潜在的自尊心を扱った研究がほと
んどなく、防衛モデルを否定できるほどの知見は積み重
ねられていないように思われる。本研究ではこの問題に
焦点を当て、非臨床群における潜在および顕在的自尊
心とパラノイアの関係について、新たな検討を行う。 
潜在的自尊心の測定方法 
1990 年代後半以降、潜在的自尊心を測定するための
方法が盛んに考案された。Bosson, Swann, & Penne-
baker(2000)は、7 つの潜在的自尊心の測定法を比較し、
IAT、イニシャル選好課題(initial preference task)、誕
生日選好課題(birthday preference task)が高い再検査
信頼性と時間的安定性をもつことを明らかにした。また、
潜在的自尊心の測定方法間の相関係数は、イニシャル
選好課題と誕生日選好課題が正の相関を示した以外は
非有意であった。再検査信頼性が高いにもかかわらず測
定方法間の相関が低いということは、それぞれの測定方
法が異なる潜在的自尊心の側面をとらえていることを示
唆する。 
さまざまな測定法の中でも、特に IAT は高い汎用性を
もっており、最も多くの研究で用いられている。パラノイア
に関する研究も同様で、IAT や、そこから派生した
Go/No-go Association Task(以下GNAT とする; Nosek 
& Banaji, 2001)が、潜在的自尊心を測定する方法とし
て採用されている。しかし、前述したように、もし測定方法
によって異なる側面を測定しているのであれば、潜在的
自尊心に関するより一般的な知見を得るためには、IAT
以外の方法も用いて検討を行う必要があると考えられる。
このことから、本研究では潜在的自尊心を測定するため
に、パラノイアに関する研究ではまだ用いられていない、
イニシャル選好課題を取り上げることとした。 
イニシャル選好課題と星座選好課題 
潜在的自尊心を測定するという真の目的を伝えずに、
文字に対する好意度を直感的に評定してもらうのがネー
ムレターテスト(name letter test)である。ネームレターテ
ストを行ったとき、一般的に自分の名前に含まれている文
字が他の文字よりも好意的に評定される傾向があり、これ
はネームレター効果(name letter effect; Nuttin, 1985)
と呼ばれる。ネームレター効果は特にイニシャルにおい
て顕著である(e.g., Kitayama & Karasawa, 1997)。こ
のことから、名前全体ではなくイニシャルのみを分析対象
とすることも多い。この場合、課題の内容自体はネームレ
ターテストと同じであるが、イニシャルに対する選好を測
定していることを明確にするために、イニシャル選好課題
と呼ぶことがある。本研究もこれにならっている。 
潜在的自尊心は、「自己と結びついた対象や自己と乖
離した対象に及ぼす、内観では特定できない(あるいは
不正確に特定された)自己態度の効果」と定義される
(Greenwald & Banaji, 1995)。この定義上、ネームレタ
ー効果が大きいほど潜在的自尊心が高いことを意味する。
ネームレター効果は単純接触効果のみでは説明できず
(Jones, Pelham, Mirenberg, & Hetts, 2002)、実際に
潜在的な効果であることが明らかにされている(Koole, 
Dijksterhuis, & van Knippenberg, 2001; Gailliot & 
Schmeichel, 2006)。このことから、ネームレターテストや
イニシャル選好課題は、潜在的自尊心の測定にとって妥
当性の高い方法であるといえる。さらに、Bosson et 
al.(2000)が示したように、信頼性が高いという特徴もあ
る。 
 イニシャル選好課題に加え、本研究では星座選好課題
を行う。星座選好課題とは、本研究で新たに実施を試み
る潜在的自尊心の測定法である。原理はイニシャル選好
課題と同じで、文字の代わりに黄道十二星座に対する好
意度評定を求める。他の類似した課題(誕生日選好課題
やイニシャル選好課題)に比べて評定対象が 12 個と少な
いため、研究協力者の負担が軽いという利点がある。 
本研究の目的 
本研究では、非臨床群を対象にして、パラノイアの生
起に関する防衛モデルと表出モデルのいずれが支持さ
れるかについての検討を行う。その際、イニシャル選好
課題と星座選好課題を用いることで、先行研究とは異な
る側面から潜在的自尊心をとらえ、自尊心とパラノイアの
関係について、より一般化された、あるいは細分化された
知見を得ることを目的とする。 
 
方法 
研究協力者 
大学生 185 名(男性 58 名、女性 127 名)で、平均年齢
は 19.79 歳( SD = 0.78)であった。 
調査手続き 
 調査への回答は任意であること、データは統計的に処
理されるため個人の回答が個別に取り上げられることは
ないことを口頭および文面にて説明した上で、無記名式
で調査を行った。潜在的自尊心の測定意図を悟られない
ようにするため、ページを飛ばさずに順番どおりに回答
するよう教示した。調査終了後、調査内容の説明を行い、
後日、平均値などの簡単な調査結果をフィードバックし
た。 
調査内容 
イニシャル選好課題 潜在的自尊心を測定するため、
イニシャル選好課題を行った。英語のアルファベット 26 
文字をランダムに並べ、それぞれのアルファベットに対
する好意度を「1. かなり嫌い」、「2. やや嫌い」、「3. ど
ちらともいえない」、「4. やや好き」、「5. かなり好き」の 5 
件法で評定してもらった。回答にあたっては、熟慮するこ
となく直感的に回答するよう教示した。なお、Kitayama 
& Karasawa(1997)は、イニシャル選好課題にひらがな
を用いているが、本研究では川崎・小玉(2010)と同様に
英語のアルファベットを用いた課題を採用した。 
星座選好課題 潜在的自尊心を測定するため、星座
選好課題を行った。イニシャル選好課題と同様の手続き
を用いて、星座に対する好意度の評定を求めた。具体的
には、黄道十二星座をランダムに並べ、それぞれの星座
に対する好意度を「1. かなり嫌い」、「2. やや嫌い」、「3. 
どちらともいえない」、「4. やや好き」、「5. かなり好き」の
5 件法で評定してもらった。 
自尊感情尺度 顕在的自尊心を測定するため、
Rosenberg(1965)が開発した自尊感情尺度の日本語版
(山本・松井・山成, 1982)を用いた。具体的な項目内容は、
「だいたい自分に満足している」など 10 項目である。各
項目に対し「1. ほとんどあてはまらない」、「2. あまりあて
はまらない」、「3. どちらともいえない」、「4. ややあては
まる」、「5. かなりあてはまる」の 5 件法で回答を求めた。 
 パラノイアチェックリスト パラノイアチェックリスト(the 
Paranoia Checklist)は、Freeman et al.(2005)が開発
した非臨床群にも使用可能な尺度である。山内・須藤・丹
野(2007)により日本語版が作成され、その後、山内他
(2009)によって改訂がなされている。本研究では、山内
他(2009)の日本語版パラノイアチェックリストを用いること
とした。この尺度は、9 つのパラノイアについて、それぞ
れ、頻度(どのくらい頻繁に考えるか)、確信度(どのくらい
強く確信しているか)、苦痛度(どのくらい苦痛か)を測定
する。具体的なパラノイアの内容は、「私は陰で悪口を言
われている」などである。頻度については「1. 全く考えた
ことがない」、「2. 少し考えている」、「3. やや考えてい
る」、「4.かなり考えている」、「5. いつも考えている」、確
信度については「1. まったく信じていない」、「2. 少し確
信している」、「3. やや確信している」、「4. かなり確信し
ている」、「5. 完全に確信している」、苦痛度については
「1. まったく苦痛でない」、「2. 少し苦痛である」、「3. や
や苦痛である」、「4. かなり苦痛である」、「5. とても苦痛
である」の 5 件法で回答を求めた。 
個人属性 最後のページで、年齢、性別、イニシャル、
星座の記入を求めた。なお、自分の星座がわからない場
合には空白にしておくよう教示したが、空白の回答はな
かった。 
 
結果 
イニシャルと星座に対する選好効果の算出 
ネームレター効果が報告されて以来、ネームレター効
果をより正確に算出しようとするアルゴリズムが数多く提
案されている。LeBel & Gawronski(2009)の分析による
と、Baccus, Baldwin, & Packer (2004)が用いた方法
(ipsatized double-correction algorithm)が最適だとさ
れる。そこで、本研究でもこれを採用することとした。これ
は、自身のイニシャルに対する相対的な選好効果(イニシ
ャルに対する好意度からイニシャル以外の文字に対する
好意度の平均値を引いたもの)から、その文字がイニシャ
ルでない人のその文字に対する相対的な選好効果を取
り除く方法である。この数値が0よりも大きい場合、その個
人は自身のイニシャルに対して特異的な選好を行ってい
ることになり、ポジティブな潜在的自尊心をもっているとい
える。以下では、このアルゴリズムによって算出された自
分のイニシャルへの選好効果を潜在的自尊心(イニシャ
ル)と呼び、同様のアルゴリズムを用いて算出した星座に
対する選好効果を潜在的自尊心(星座)と呼ぶこととする。 
潜在的自尊心を含む各変数の平均得点と標準偏差、
および単相関係数を Table 1 に示す。 
自身のイニシャルと星座に対する選好効果の検討 
潜在的自尊心(イニシャル)および潜在的自尊心(星座)
について、0を検定値とした1サンプルの t検定を行った。
その結果、いずれの潜在的自尊心も 0 よりも有意に大き
い値であることがわかった(それぞれ、 t (184) = 9.17, p 
< .01; t (184) = 15.11, p < .01)。つまり、日本人を対象に
アルファベットを用いた場合にも、ひらがなの場合と同様
にネームレター効果がみられることが確かめられた。また、
星座についても、自身の星座を他の星座よりも好む効果
がみられることが明らかになった。 
次に、潜在的自尊心(イニシャル)と潜在的自尊心(星
座)の平均値に基づいて、研究協力者をそれぞれ高群と
低群に二分し、t 検定によって高群と低群を比較した。そ
の結果、潜在的自尊心(イニシャル)と潜在的自尊心(星
座)のいずれにおいても、高群のほうが低群よりも有意に
得点が高かった(それぞれ、 t (183) = 19.53, p < .01; t 
(183) = 17.37, p < .01)。このことは、両課題の弁別力は
十分に高いことを示唆する。 
Table 1 平均得点と標準偏差および単相関係数 
M SD (5) (6)
(1)パラノイア（頻度） 21.49 7.08
(2)パラノイア（確信度） 21.24 7.84 .39 **
(3)パラノイア（苦痛度） 22.00 9.05 .71 ** .23 **
(4)潜在的自尊心（イニシャル） 0.46 0.68 -.02 -.09 .00
(5)潜在的自尊心（星座） 1.02 0.92 .02 -.08 -.05 .38 ** ―
(6)顕在的自尊心 28.13 6.41 -.32 ** -.26 ** -.34 ** .17 * .12 ―
** p < .01, * p  < .05
―
―
―
(1) (2) (3) (4)
―
 
 
自尊心の測定方法間の関連 
 Table 1 に示されているように、潜在的自尊心(イニシャ
ル)と潜在的自尊心(星座)には有意な正の相関が認めら
れた(r = .38, p < .01)。潜在・顕在間の関連については、
潜在的自尊心(星座)と顕在的自尊心には有意な相関は
みられなかったが、潜在的自尊心(イニシャル)と顕在的
自尊心には非常に弱い正の相関がみられた(r = .17, p 
< .05)。 
防衛モデルおよび表出モデルの検討 
防衛モデルによれば、パラノイアをもつ個人は低い潜
在的自尊心をもち、その代わりに高い顕在的自尊心をも
つと仮定できる。この仮説が正しければ、パラノイアと潜
在的自尊心には負の相関が、パラノイアと顕在的自尊心
には正の相関が存在することになる。一方、低い顕在的
自尊心がそのままパラノイアに反映されるという表出モデ
ルにしたがえば、顕在的自尊心とパラノイアには負の相
関がみられると仮定できる。分析の結果、Table 1 にある
とおり、潜在的自尊心とパラノイアには有意な相関はなく、
顕在的自尊心とパラノイアに有意な負の相関(r = -.26～
-.34, p < .01)がみられた。すなわち、防衛モデルではな
く、表出モデルが支持された。 
 前述の分析は、潜在的自尊心と顕在的自尊心を個別に
分析したものであった。しかし、防衛モデルは、パラノイ
アを抱くことで低い潜在的自尊心が意識化されるのを防
ぎ、顕在的自尊心を保護するという、潜在・顕在間の自尊
心の高さのギャップを仮定する。これによれば、パラノイ
アをもつ場合、その個人の中で、顕在的自尊心は潜在的
自尊心よりも相対的に高く保たれていることになる。この
仮説を検討するため、潜在的自尊心(イニシャル)、潜在
的自尊心(星座)、顕在的自尊心についてそれぞれ z 得
点を算出した。次に、顕在的自尊心の z 得点から潜在的
自尊心の z 得点を引いた値を求めた。この値が大きいほ
ど、その個人の顕在的自尊心は潜在的自尊心よりも相対
的に高いことを意味する。防衛モデルに基づけば、パラ
ノイアとこの値には正の相関がみられると仮定できる。パ
ラノイアの合計得点(頻度、確信度、苦痛度の合計得点)と
の相関係数を算出したところ、この仮説とは逆に、両者に
は有意な負の相関が認められた(潜在的自尊心(イニシャ
ル)と顕在的自尊心の場合は r = -.27, p < .01、潜在的自
尊心(星座)と顕在的自尊心の場合は r = -.26, p < .01)。 
 ここまでの分析は、パラノイアの強い個人と弱い個人に
共通の心理的過程を想定したものであった。しかし、強
いパラノイアをもつ場合にのみ自尊心の防衛が生じ(顕
在的自尊心が潜在的自尊心よりも高く)、パラノイアが低
い場合にはそれが生じないと考えることもできる。この仮
説を検討するため、パラノイアの合計得点の平均±1SD
に基づいて、研究協力者をパラノイア高群と低群に分け
た。そして、自尊心のz得点について、2(パラノイア: 高，
低)×2(自尊心の種類: 潜在，顕在)の混合計画の分散分
析を実施した。潜在的自尊心の指標として潜在的自尊心
(イニシャル)を用いた分析では、パラノイアと自尊心の種
類に交互作用がみられた(F (1, 53) = 17.54, p < .01)。
仮説に関わる部分について単純主効果の検定を行った
ところ、パラノイア高群において、潜在的自尊心のほうが
顕在的自尊心よりも高かった(p < .01)。また、パラノイア
低群において、顕在的自尊心のほうが潜在的自尊心より
も高かった(p < .05)。潜在的自尊心の指標として潜在的
自尊心(星座)を用いた分析でも、パラノイアと自尊心の種
類に交互作用がみられた(F (1, 53) = 13.49, p < .01)。
仮説に関わる部分について単純主効果の検定を行った 
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Figure 1 パラノイアの高さと自尊心の種類による自尊心得
点(エラーバーは標準誤差を示す) 
ところ、さきほどの分析と同様に、パラノイア高群におい
て、潜在的自尊心のほうが顕在的自尊心よりも高かった
(p < .01)。また、パラノイア低群において、顕在自尊心の
ほうが潜在的自尊心よりも高かった(p < .05)。つまり、い
ずれの分析でも防衛モデルは支持されず、むしろ防衛
モデルからの予測とは逆のパターンがみられた。結果の
概要は同じであったので、潜在的自尊心(イニシャル)を
用いた分析結果のみを Figure 1 に示す。 
 
考察 
イニシャル選好課題と星座選好課題について 
 Kitayama & Karasawa(1997)は、日本人を対象にし
てひらがなを用いたイニシャル選好課題を行っているが、
本研究は、英語のアルファベットを用いた場合にも、イニ
シャルに対するネームレター効果が生じることを明らかに
した。それに加えて、星座でも同様の効果が生じることが
わかった。また、この 2 つの効果のいずれも弁別力は高
かった。両課題の効果には有意な正の相関がみられたこ
とから、これらはいずれも共通の概念を測定していると考
えられる。このことはまた、星座選好課題の妥当性を示唆
している。 
 顕在的自尊心との関連においては、潜在的自尊心(イ
ニシャル)が非常に弱い正の相関を示したのみであった。
これは Bosson et al.(2000)と同様である。すなわち、潜
在的自尊心と顕在的自尊心の間には、少なくとも直接的
な関連はほとんどなく、両者は互いに独立しているか、あ
るいは何らかの媒介変数を通じて関連していると考えら
れる。 
自尊心とパラノイアについて 
 単相関分析の結果、防衛モデルではなく、表出モデル
を支持する結果が得られた。その他のいずれの分析でも
防衛モデルは支持されなかった。すなわち、パラノイア
は低い顕在的自尊心やネガティブな感情を直接反映し
たものであるとする Freeman & Garety(2003)の主張が
支持された。非臨床群を対象とした先行研究(Cicero & 
Kerns, 2010)も同様の結果を報告しているが、Cicero & 
Kerns(2010)は IAT を、本研究はイニシャル選好課題と
星座選好課題を用いている点が異なる。潜在的自尊心
は測定方法間での相関が基本的にみられない(Bosson 
et al., 2000)ことから、異なる測定方法は、潜在的自尊心
という共通の概念をそれぞれ別の側面から測定している
と考えられる。Cicero & Kerns(2010)と本研究は、異な
る潜在的自尊心の測定方法を用いながら、いずれも表出
モデルを支持する結果となった。これは、パラノイアと潜
在的自尊心との関連について、より一般化された知見が
得られたことを意味する。すなわち、非臨床群において
は、パラノイアにみられる猜疑心や被害的な思考といっ
たネガティブな特徴は、低い顕在的自尊心を直接反映し
たものであり、低い潜在的自尊心の顕在化を阻止した結
果ではない可能性がより高くなったと考えられる。 
本研究の限界と今後の課題 
誕生日選好課題やイニシャル選好課題では数字や文
字といった単純な刺激が用いられるが、星座選好課題で
はそれよりも有意味な刺激である星座が用いられる。そ
のため、数字や文字の場合に比べて、星座に対する好
意度評定においては、それが自らに関連した刺激である
ことが研究協力者に意識されやすい可能性がある。本研
究ではこの可能性を検討していないが、今後このことを
調査し、星座選好課題の性質を明確にする必要があるだ
ろう。 
本研究では、パラノイアと顕在的自尊心の間には負の
相関があることを確認したが、その因果関係までは同定
できていない。低い顕在的自尊心がパラノイアの生起に
寄与している(Freeman & Garety, 2003)のか、それとも
パラノイアによって顕在的自尊心が低下するのか、ある
いはその両方であるのかを明らかにするための検討が
求められる。 
パラノイアは、不安や抑うつなどのネガティブ感情とも
関連があることが明らかにされている(e.g., Johns, Can-
non, Singleton, Murray, Farrell, Brugha, Bebbing-
ton, Jenkins, & Meltzer, 2004)。大まかにいえば、低い
顕在的自尊心を含む多くのネガティブ感情にパラノイア
との関連がみられるといえるのであるが、より精緻なメカ
ニズムを明らかにするためには、これらの類似した変数
の影響を互いに統制し、どのような場合にどの変数がより
強く影響しているのかを検討することが必要である。これ
らは今後の課題である。 
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Implicit and explicit self-esteem and paranoia:  
An investigation using the initial preference task and the zodiac sign preference task 
 
Hisamitsu TSUDA (Graduate School of Environmental Studies, Nagoya University) 
Yoshimi ITO (Graduate School of Environmental Studies, Nagoya University) 
  
Two opposing hypotheses on the formation and maintenance of paranoia have been proposed. One views par-
anoia as a defense against underlying self-esteem reaching consciousness (Bentall, Kinderman, & Kaney, 1994). 
The other argues that paranoia is a direct reflection of negative emotions including low explicit self-esteem (Free-
man & Garety, 2003). This study examined explicit self-esteem, implicit self-esteem, and paranoia in a nonclinical 
population. A total of 185 undergraduates completed Rosenberg self-esteem scale, the initial preference task, the 
zodiac sign preference task which we developed for assessing implicit self-esteem, and the Paranoia Checklist. Re-
sults showed that paranoia was negatively associated with explicit self-esteem, but not correlated with implicit 
self-esteem. In addition, individuals high in paranoia had lower explicit self-esteem than implicit self-esteem, and 
vice versa. These results suggest that paranoia is a direct expression of low self-esteem or negative emotions. 
 
Keywords: paranoia, implicit self-esteem, explicit self-esteem, initial preference task, zodiac sign preference task. 
 
